考動力を育む学習環境“コラボレーションコモンズ”のデザイン by 岩﨑 千晶 et al.
考動力を育む学習環境“コラボレーションコモンズ
”のデザイン
著者 岩? 千晶, 池田 佳子
雑誌名 関西大学高等教育研究
巻 4
ページ 9-17
発行年 2013-03-28
URL http://hdl.handle.net/10112/9773
考動力を育む学習環境“コラボレーションコモンズ”のデザイン 
 
岩 﨑 千 晶 
池 田 佳 子 
要旨 
 本稿は、協同的な学習や学習者が自律的に学ぶことにより、自ら考え行動する「考動力」を育むため
の学習環境“コラボレーションコモンズ”をいかにデザインしたのかについて論じている。具体的には、
学習環境を構築する際に検討すべき Scott（2012）の提示する 6 つの質問に答えていくことで、コモン
ズで生成することが望ましい学びや育成したい学生像を検討し、コモンズの運用や学習支援の在り方に
ついて述べる。 
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１．コモンズ開設の背景 
ラーニング・コモンズ、ステューデント・コモ
ンズ等、コモンズと称する施設が大学生の学びを
支える学習環境として開設されている。その背景
には、PISA 型能力（OECD2001）に代表される
新しい能力を育成したり、学力格差を縮めるため
に学習者を授業外に支援したりするための学習環
境を整備しようという大学側の意図がある。新し
い能力は、高等教育分野では学士力（中央教育審
議会 2008）、社会人基礎力（経済産業省 2006）、
就職基礎能力（厚生労働省 2004）が挙げられる（松
下 2010）。これらの新しい能力には、3 つの力を
育成することの必要性が共通して述べられている。
それは、自律的に学ぶこと、他者と協同して学ぶ
こと、道具を相互作用的に活用して学ぶことであ
る。 
このような力を育成するために、大学は何を提
供すればよいのか。そのためにはいくつかの方法
が考えられるが、そのひとつがアクティブ・ラー
ニングである。アクティブ・ラーニングは、協同
的な学習や学生自らの思考を促す能動的な学習を
行い、学習者が自律的に学ぶことを重視している。
自律的な学習は授業内にとどまらず、授業外にお
いても学習者が継続して学習することを重視して
いる。このような学習を可能にするうえで鍵とな
るのが、ラーニング・コモンズのような学習を促
す環境の構築である。 
ラーニング・コモンズは、主に図書館において
協同的な学習、自律的な学習を支援する学習施設
である。ラーニング・コモンズでは、ライティン
グの指導等をする学習者支援の機能を備え、学力
に課題を抱える学生が授業外に自分で学ぶことを
支援している。文部科学省も 2012 年 8 月 28 日の
答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転
換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ～」において、学修時間を増加さ
せるために、授業外学習を促進するための学習環
境を整備することの重要性を指摘している。以上
のような背景から、関西大学はコモンズを整備す
ることになった 1。 
 
1.1 さまざまな特色を持つコモンズ 
ラーニング・コモンズの特徴として、河西（2010）
は図書館メディアを活用した自律的な学習支援、
協同的な学習の支援、ライティング等のアカデミ
ックスキルの支援を提示している。従来の図書館
では、館内静粛が当たり前で、学習者は沈黙を保
ち、個別に学習を進めるスタイルが主流である。
一方、ラーニング・コモンズでは、学習者が図書
館機能を活用して対話をしながら、協同的に学ぶ
ことを促進しようとしている。静粛を保つ機能と
対話を通じて協同を促す機能、この 2 つの機能を
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備えた図書館が現在大学で相次いで設置されてい
る。たとえば、国立大学では、筑波大学、名古屋
大学、金沢大学、大阪大学、私立大学では東京女
子大学、立命館大学等があげられる（山内 2011）。 
コモンズは、図書館に設置するラーニング・コ
モンズに限られるわけではない。大阪大学は図書
館のラーニング・コモンズに加えて、全学共通科
目を学ぶ学舎にステューデント・コモンズを設置
している。ステューデント・コモンズは、大学の
教育目標である「教養」「デザイン力」「国際力」
を総合的に追求する学習活動を展開するための共
有空間（コモンズ）（大阪大学 2012）であり、カ
フェがあるラウンジスペースや全壁面がホワイト
ボードになった協同学習スペースがある。このよ
うに、コモンズには、学生同士のコミュニティを
支える場としての機能に加え、学習の目的や学生
生活の特色に応じた施設があり、その特色に応じ
てラーニング・コモンズ、ステューデント・コモ
ンズといった名称がつけられている。 
 
1.2 コモンズを構築する際に問うべきこと 
コモンズを構築する際、大学は何から検討すれ
ばよいのか。従来のやり方は、施設の運用やサー
ビスをどう展開するべきなのかを検討することか
ら始まっていると Scott（2012）は批判している。
そして、まず考えるべきことは、その施設でどん
な力を培った学生を育成したいのかという学びの
特性を検討することであると主張している。その
ために、繰り返し検討するべき事柄として以下の
6 つの質問を掲げている。 
「質問 1：私たちがすすんで仮想学習スペースよ
りも、従来型の学習スペースを建築したいと思わ
せる、このスペースで起こるであろう学習とはな
にか。質問 2：学生が勉強に使う時間を増やし、
勉強の生産性の向上を促進させるためには、この
スペースをどのようにデザインするのか。質問
3：学習スペースの設計は単独学習から協同学習
までのどこの領域に焦点を当てるべきか。質問
4：スペース・デザインによって知識の権限につ
いての要求をどの様に扱うのか。質問 5：このス
ペースは教室外での学生と教員の交流を推進する
ように設計すべきか。質問 6：このスペースで教
育経験の質を高めるにはどうするか。（Scott 
2012「ラーニング・コモンズ」第 7 章、勁草書房、
筆者により一部修正）」 
Scott（2012）は、この 6 つの問いを幾度とな
く繰り返して検討することで、よりよい学習環境
の構築へとつながっていくと指摘している。 
 
２．本稿の目的 
本稿では、Scott の提示する 6 つの質問を検討
することで、関西大学におけるコモンズをどうデ
ザインしたのかに関して論じる。その際、各学部
の専門領域により特定されない部分に焦点をおい
たコモンズの議論を行う。これは Scott が質問の
前提としていることでもある。 
 
３．関西大学におけるコモンズの概要 
 2012 年度私立大学教育研究活性化設備整備事
業において採択された取組として、関西大学は
2013 年 4 月に「コラボレーションコモンズ」を
開設する。関西大学は、これまで連続採択された
ライティング支援、アクティブ・ラーニングの促
進、ピアコミュニティ活動、留学支援の GP に加
え、高度教育研究、ボランティア活動を促進し、
成果を上げてきた。これらの学内の教育活動を有
機的に結合、実質化させた学習環境としてコラボ
レーションコモンズを整備することで、他者と協
力し合いながら、考え、行動する「考動力」を培
った人材を育成する。 
コラボレーションコモンズは、ライティング、
グローバル、ボランティア、ピア、ICT、ラーニ
ングエリアから構成される専門エリアに加え、コ
ラボレーションエリアを設けている。 
専門エリアでは、各専門性を活かした学びの生
成と学習支援を行う。ライティングエリアでは、
レポート作成に関するワンポイント講座や TA に
よるライティング支援を行う。グローバルエリア
では、学生スタッフを導入し、留学生による外国
語交流会、留学生との TALK セッション、留学情
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報の提供、留学をした学生との交流会、留学生向
け相談受付アワーを実施する。ボランティアエリ
アやピアエリアでは、ボランティア・ピアに関す
る情報の提供や活動に参加する学生への説明会を
実施する。ICT エリアでは、グループで PC を囲
んで作業ができる。ハードスペックの PC を備え
ており、動画、マルチメディアプレゼンテーショ
ン、冊子を制作、作成できる。ラーニングエリア
は、プロジェクタ、モニター、ホワイトボードを
配置し、ゼミでの学習、サークルや課外活動の勉
強会、研修などグループワークを実施しやすい環
境となっている。 
コラボレーションエリアは、多目的スペースと
なっている。このエリアには、ゼミや課外活動の
発表を行える KU ステージ、くつろぎながら雑誌
や新聞を読めるコラボレーションラウンジがあり、
エリアの利用案内・予約、機材貸出を KU コンシ
ェルジュが担う。また、コモンズの全域には無線
LAN を構築しており、ノート PC、iPad を貸し
出し、ICT を活用した学習を推進している。 
 このような機能を持つコラボレーションコモン
ズでは、正課や課外における学生同士の学び合い
を促進し、グローバル・ライティング等の専門性
を持った学生スタッフが学習支援をし、学生の学
びを深めることを目指している。つまり、コモン
ズで生成する活動には、学生、学生スタッフ、教
員、職員様々な立場にいる関大人が関わるため、
「学生同士のコラボレーション」、「学生と学生ス
タッフとのコラボレーション」、「学生スタッフ同
士のコラボレーション」、「学生、教員、学生スタ
ッフ、職員とのコラボレーション（ひいては社会
とのコラボレーション）」といった多層のコラボレ
ーションが生成されることが想定される。互いに
協力し合うことで、相互作用がおこるコモンズにな
るよう願いを込めてコラボレーションコモンズと
名付けた。 
 
4．コラボレーションコモンズのデザイン 
 コラボレーションコモンズをどのようにデザ
インしたのかについて、Scott が掲げる 6 つの質
問に答えていく形で提示する。 
 
4.1 「質問 1：私たちがすすんで仮想学習スペー
スよりも、従来型の学習スペースを建築したいと
思わせる、このスペースで起こるであろう学習と
はなにか。」 
（1）考動力をはぐくみ、正課と課外をつなげる
学習 
 北米では授業を撮影して WEB で公開する
OPENエデュケーションやeラーニングが盛んに
行われているため（鄭 2008）、仮想学習スペース
と物理的な学習スペースでおこる学習の違いにつ
いて十分に議論する必要があると Scott は指摘し
ている。関西大学は、「学の実化」を建学の理念と
し、学問と実際を融合させ、考え行動する「考動
力」を培った学生の育成を目指している。そのた
めには、授業で学んだ理論や概念を活かして、実
際の社会における問いや課題に対して思考し、解
決策を見出し、行動していく力を培った学生を輩
出する必要がある。たとえば、異文化コミュニケ
ーションを学ぶ学生が、実際に地域の国際交流セ
ンターでボランティアに参加することで、授業で
学んだ事柄を実社会で生かしていく。さらに、活
動内容やそこで学んだことを学習成果として学内
で発表したり、地域の人とイベントを企画したり
することもあげられる。また、教職科目を受講し
ている学生が学校ボランティアに参加することで、
図１ コラボレーションコモンズイメージ図 
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実際の学校において授業で学んだ教育方法がどう
活用されているのかを学ぶこともある。異文化に
ついて考える学生が、教職について学ぶ学生と連
携し、小学校で異文化理解のためのボランティア
をするなどの発展的な活動も考えられる。 
このような活動を支援するために、ボランティ
アエリア、ピアエリア、グローバルエリアが必要
となる。こうした学習は正課にとどまるものでは
なく、課外活動にも及ぶものである。この接続を
促すことで、考動力の育成や学修時間の増加にも
つながる。このような理論と実践の往還を促す環
境を整備することで、本学コモンズは知識基盤社
会にふさわしい、知の創出を他者と協同し生み出
す拠点となる。 
（2）授業外におけるグループ学習 
学生同士のグループワークによる調べ学習や
プレゼンテーションを初年次教育や演習に取り入
れている教員は多い。調べ学習の一連のプロセス
は授業内で完結するものではなく、授業外での活
動を伴う。授業外に学生同士で集まり、授業の準
備をすることは学習内容の理解深化や学修時間の
増加にもつながる。 
調べ学習を効果的に行うには、インターネット
接続ができる環境やスライドを作るための PC が
必要になる。グループで話し合い、調査結果を整
理するにはホワイトボードが便利である。また、
プロジェクタとモニターがあると授業前に調べ学
習の成果を発表するためのプレゼンテーションの
練習ができる。本学には、現在グループ学習用に
図書館 2F のグループ閲覧室（6 人掛けのテーブ
ル席 4 つが 2 室）や、IT センターにグループワー
ク用の PC を備え付けた部屋（5 人掛けのテーブ
ル席が 2 つ）、また学部に自習室が設けられてい
る。しかし ICT 環境が整い、グループ学習を実施
しやすい環境が十分整っているとはいいがたい。
そこで、ラーニングエリアを設け、ワイヤレスネ
ットワークを構築し、PC、iPad、プロジェクタ、
モニター、ホワイトボードを利用できる環境をつ
くることにした。 
 
（3）書く力をはぐくむ学習 
学生が主体的に学んでいくためには学生の基
礎的な能力として、書く力の向上は欠かせない（鈴
木 2009）。学生は、授業のレポート課題、卒業論
文、就職活動のエントリーシートなど自らの学習
成果を示すために書くことが求められているが、
それは、書く力がこれまで学んだことを統合的に
思考表現する力であるからである。学生は、初年
次教育や全学共通科目である「文章力を磨く」「ス
タディスキルゼミ（レポートを作成する）」などの
授業で、書くための基礎的な技術を授業で学ぶこ
とができる。しかし、卒業論文を書くためには、
ライティングに関する授業に加えて、他科目で課
されるレポートを作成するプロセスを通じて、卒
業論文を書くために求められる応用的な書く力を
育成する必要がある。そのためには、授業で課さ
れるレポートやゼミでの卒業論文の準備段階にお
いて、個々の学習者が自分の状況に応じてライテ
ィングに関する指導を受けられる場所が必要であ
る。早稲田大学、ICU、熊本大学など他大学では、
TA が指導を行うライティングに関する学習支援
が充実している（佐渡島 2009、畠山 2011、渡邊
2011）。そこで、本学にもライティングエリアを
設けることにした。エリアには、ライティング TA
が文章力ワンポイント講座や論文の指導を行う場
所や、ゆったりと論文の構想を考えるソファー席
を設けた。また、インタラクティブホワイトボー
ドを設置し、実際に書いた文章をどのように改善
するのかを学習者らに提示しながら、指導できる
ようにした。 
なお、関西大学では 2012 年より第一学舎にも
ライティングラボを設けており、ライティングTA
が常駐してライティングの支援をしている。 
（4）グローバル力を培う学習 
現代社会ではどの職業分野でも、立場、文化背
景が異なる多様な人々が関わる。こうした環境下
でも、互いに違いを尊重しつつ、生産的な解決策
を検討できてこそ、真の「考動力」を培うことが
できたといえる。これを、本稿では「グローバル
力」と定義する。グローバル力を育むには、留学
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生との交流事業に参加したり、海外の学生とテレ
ビ会議システムを利用し議論をすることなどが考
えられる。留学生や外国に関心を持つ大学生同士
が話し合うことで、異文化の人間とどう接し、共
生していけばよいのかについて考えることができ
る。 
 そこで外国語に関心を持つ学生スタッフを導入
したグローバルエリアを設け、留学生主催の会話
交流会を実施できるコーナーや、日本人学生と留
学生が気軽に話ができるソファー席、海外の大学
とテレビ会議ができるモニターを整備するように
した。 
（5）学習成果、活動成果を発信する学習 
 学生の学習成果は、教員に向けた試験やレポー
トだけではない。とりわけアクティブ・ラーニン
グでは、試験やレポートで学生を評価する方法に
加えて、プレゼンテーションやその資料であるビ
デオやマルチメディアを学習成果として評価する
ことがある。ボランティア活動に参加した学生が、
活動内容をビデオで紹介し、それをボランティア
先の受け入れ団体が評価すると言う真正の評価と
いう方法もある。 
これは正課の学習に限ったことではない。学生
の中には、問題意識を抱えた学生同士が集まり、
課外活動の成果としてフリーペーパーを発行する
学生団体もある。しかし本学ではグループで動画
や冊子を作成できる環境は十分ではない。そこで、
ICT エリアを設け、正課の学習成果や課外活動で
の活動成果を発信するために、マルチメディアプ
レゼンテーション制作に対応するハイスペックの
PC を設置し、グループで話し合いながら制作に
取り組める場を設置することにした。 
（6）コラボレーションを誘う 
 これまでに提示した学習は、それぞれが独立し、
個々の学生が展開していくものではない。調べ学
習、文章を書くこと、グローバル力を高めること
は学習者の学びのプロセスの中に埋め込まれてお
り、それぞれがつながりをもつ。学習者は授業を
いくつも受けており、学習するために必要なタイ
ミングで、各エリアを活用する必要がある。そこ
で、オープンなアクセスエリアとしてコラボレー
ションエリアを設け、各エリアを活用した学生が
コラボレーションエリアで学びを深め、相互作用
を生み出していく場となることを目指すことにし
た。 
例えば、異文化を考える、コミュニケーション
論、外国語等の授業を受ける学生は、授業外にグ
ローバルエリアで情報収集やテレビ会議システム
で意見交換を行う。その成果をまとめるため、ICT
エリアで動画や冊子、WEB を制作する。レポー
トを書く際は、ライティングエリアで TA の助言
を受け、課題解決を提言する文章力を高める。学
習支援スタッフの支援を受けることで、学生は主
体的に授業外学習を進めることができる。  
このように、学生同士が協同的に学んでいく環
境を支えることは、学生の自律的な学び、対話を
介した協同的な学びを生み出すきっかけになるの
ではないだろうか。また、そのためには、学習者
同士が互いの活動を「見える」ようにすることが
のぞましい。「隣のグループが、何かおもしろそう
なことをやっている、ちょっと話しかけてみよう
か」、こんな思いが新たなつながりをうみ、学習者
同士の対話による協同的な学びが生成されること
になる。O’Connor（2005）も、人は他者が学習
をしている姿を見て学ぶ「並んだ学習」があると
指摘し、そうした環境を作ることの重要性を指摘
している。そこで、エリアは仕切らずにオープン
なスペースとした。また、メイン・キャンパス中
央に位置し、大学生協があり、学部を超えた学生、
教職員が集う場として成立している「凛風館」１
F のオープンスペース（1012 ㎡）に開設すること
にした。凜風館であれば、学部にとどまらず、他
学部の仲間ができ、学習者が学部の学びを新たな
視点からとらえたり、より深めたりするきっかけ
になると考えている。 
（7）仮想学習のスペースを活かす学習  
これまで述べてきたような学習は仮想現実の
場のみでは生み出せない。本学には、CEAS/Sakai、
S-maqs、まなかんウェブなどの仮想学習スペース
ともいえるシステムがある（植木 2011）。これら
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のシステムはいずれも、授業中に限らず、授業外
の学習にも着目して設計されており、学生の自習
学習を促進する手立てとなっている（本村 2013）。
加えて、他者と協同した学習を促す手立てともな
っている。たとえば、学生たちは議論のプロセス
を CEAS/Sakai に記録したり、S-maqs を活用し
て提示された結果をもとにグループで話し合うこ
とができる。しかし、本学では学生らが授業外に
集い、CEAS の画面を見ながら議論をし、その成
果を CEAS やまなかんウェブに記録するような
活動を実施する場が十分に整備されていなかった。
授業外にも協同して学べる場を整備してこそ、学
生はシステムをより有効的に活用できると考える。 
そこでコラボレーションコモンズでは Wifi の
構築、ノート PC・iPad の貸出を行うと共に、マ
ルチメディアを制作できる ICT エリア、まなかん
ウェブを活かしレポート作成を支援するライティ
ングエリア、海外とのテレビ会議を行うグローバ
ルエリア等を整備し、システムを活かした学生に
よる自主学習、協同的な学習の実現を支援する。 
 
4.2「質問 2：学生が勉強に使う時間を増やし、勉
強の生産性の向上を促進させるためには、このス
ペースをどのようにデザインするのか。」 
 スワニーサウス大学の学生調査によると、学生
は食堂やカフェ、キャンパスの道で学習に関する
話を友人らと行っている場合が多く、学生が好む
学習スペースの特徴として、利便性と快適性を挙
げている（Scott2012）。利便性は学習に必要なも
のが整っていること、快適性は具体的には飲食が
とれる、休憩が取れる、音楽が聴ける、くつろぐ
場所があるなどを意味する。そして次に静寂が続
く。つまり、学生は友人同士でお茶を飲みながら
ソファーに座り学習をするという利便性と快適性
を追求する一方で、静寂な環境も望んでいる。こ
の結果に基づくと、利便性と快適性、ならびに静
寂な環境を確保するためのゾーンニングをし、学
生が目的に応じて学習の場を選ぶことが望ましい
と考える。関西大学では、図書館や各学部の自習
室において個人で学ぶ静寂な環境は確保されてい
る。しかし、学生同士の対話を保ちつつ、利便性
と快適性を持った学習空間に関しては、改善の余
地がある。 
 以上のことから、コラボレーションコモンズで
は他者との交流や快適性、利便性に重きを置いた
学習環境の場とした。静寂や個別学習に関しては、
図書館等の場所を活用し、学習者が自分の学習ス
タイルに応じて適切な場所を選ぶことができるよ
うにした。 
 
4.3「質問 3：学習スペースの設計は単独学習から
協同学習までのどこの領域に焦点を当てるべき
か。」 
本学が目指す「考動力」をはぐくむためには、
学生同士が議論をするという協同学習が欠かせな
いと考える。しかし、対話を介した協同的な学び
を重視するために、個別で学習する空間が消失し
てしまってはいけない。学習は、協同で学ぶ部分
も重要であるが、そこで学んだことを元に一人で
省察すること、文献を整理し自分なりの考えを再
構築することも必要になるからである。そのため、
静粛を保ち個別学習を促す機能と、対話による協
同的な学びを重視する機能を持つことが必要とな
る。 
4.2 節で述べたように本学では個別で学習する
施設はすでに整備されつつあると言える。そこで、
コラボレーションコモンズでは、協同学習に重き
を置いた学習スペースを設計することにした。し
かし、グループワークをしながらも、時には個人
でじっくり考えることを希望する学生もいると考
えるため、協同学習に焦点を当てつつも、学生が
一人で学習できる席もいくつか確保した。 
 
4.4「質問 4：スペース・デザインによって知識の
権限についての要求をどの様に扱うのか。」 
知識の権限を強化するために設計された典型
的なスペースについて、Scott(2012)は、教員がホ
ワイトボードの前に立ち、学生が教員の方を向い
ている教室を例示している。この背景には、行動
主義に基づく知識伝達による知識観がある。これ
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は、教員が知識を伝達することで、学生が知識を
獲得することができるという考え方である。これ
を効率的に行えるのが、教卓と学生の席が向かい
合っている講義型の教室である。 
しかし、現在高等教育で必要だとされている新
しい能力は、構成主義に基づく知識構築による知
識観が主軸となりつつある。コモンズにおいても、
教員や学生とのやり取り、学生同士のやり取りを
通じて、学生の知が再構成、構築されて、学生が
変容していくという考え方を重視した取組みを行
う。そのため、コラボレーションコモンズでは、
教員による権限を強化するのではなく、学生によ
る知の生成に関する権限を保持するようにした。
学生同士が互いに教えあい、学び合う。それをサ
ポートするために、学生同士がグループで学べる
テーブル席などに加えて、学生の知の生成を支え
る学生スタッフを導入することにした。それがラ
イティングエリアやグローバルエリアで活躍する
学生スタッフである。 
 
4.5「質問 5：このスペースは教室外での学生と教
員の交流を推進するように設計すべきか。」 
コモンズでは、教員と学生の交流よりもむしろ、
学生同士が協力し合うことで考動力を育成するこ
とを目指している。そのため、教員が直接的に学
生と関わることを推進する設計とはなっていない
が、学生と教員との交流を排除しているわけでは
ない。授業外のゼミ活動やレポート作成には、教
員の指導が関わっている。たとえば、教員がライ
ティングエリアでレポート指導をうけるようにと
学生に助言した際は、教員と TA が連携を取り、
学生の指導にあたるといった具合に連携をとるこ
とを心掛けるようにしている。 
しかし、教員の指導があればコモンズがより充
実したものになる可能性が高い。そこでコモンズ
での学びをより深めるためにライティング、グロ
ーバル、ICT 等のエリアを担当する教員が参加す
るワーキンググループを設けることにした。学生
スタッフと教員が連携を取ることで、コモンズで
の活動を改善し、より深めていく。 
4.6「質問 6：このスペースで教育経験の質を高め
るにはどうするか。」 
 コモンズでの学びの質を高めるためには、学び
を深めるために専門エリアを行き交うことが有益
であると考える。たとえば、教育に関心を持つ学
生が、学校ボランティアに参加し、その様子を紹
介する動画や冊子を制作する。この際には、ボラ
ンティアエリア、ICT エリア、発表には KU ステ
ージを活用する。このように、専門エリアを行き
交い、越境していくことで、視野を広げ、学生と
学生がつながり、新たな学びへと展開させていき
たいと考えている。 
そのために、学生が目的に応じた学習を円滑に
サポートできるよう学生スタッフへの教育を充実
させ、スタッフ同士の交流を行う必要がある。エ
リアでの学生スタッフの知や経験をエリア内にと
どめるのではなく、情報を共有し合うことで、エ
リアのスタッフ同士の交流を可視化し、越境をめ
ざす。例えば、グローバルエリアとライティング
のスタッフが協力して、留学生支援のライティン
グ講座を実施したり、ボランティアエリアとグロ
ーバルエリアスタッフが学生参画型の交流事業を
企画・運営したりすることなどがあげられる。ま
た、エリアを担当する教員同士が交流することで、
合同研修を開催したり、ワーキンググループで各
エリア間での新たな企画の実現も期待できる。 
 
５．今後の展望と課題 
本稿では Scott の提示する６つの問いに応える
ことで、コラボレーションコモンズのデザインに
ついて検討した。コラボレーションコモンズでは、
正課にとどまらず、課外活動も組み込んだ学びを
支援する学習環境の実現を目指している。日常的
な知識に加え、学術的な知識の融合を目指すこと
で、理論と実践の往還がなされ、考動力が育成さ
れると考える。本稿では、いくつかの例をあげて
どのような学びの生成を目指すのか、またそれを
どう支えるのかについて論じた。しかし、ここに
あげた学習は一例である。学生が実際に多層なコ
ラボレーションをはぐくむことで、今後広がりを
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持つことを期待している。 
また、コラボレーションコモンズの運用や効果
を評価していくワーキンググループや委員会を立
ち上げ、検証結果を元に、学びの質やスタイルに
応じたコモンズを形成的に評価し、改善していく。
さらに、こうした学習環境は、コラボレーション
コモンズだけにとどまるものではない。関西大学
は大規模大学であるため学生数が多く、キャンパ
スも広い。今後は、学生が目的に応じて、コラボ
レーションコモンズ、図書館、IT センター、学部
の学舎における授業外の学習環境を選べるように
整備していくことが重要になる。そのためには、
学生や教員に対して授業外の学習に関する調査を
し、学部の教育の目的、全学的な教育目的に応じ
た授業外の学習環境をデザインし、実質化させて
いく必要がある。 
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註１ 
関西大学は、2012 年度私立大学教育研究活性化設
備整備事業において採択された取組＜「考動力」
を育む学習環境「コラボレーションコモンズ」の
構築（取組担当者岩﨑千晶）＞として 2013 年 4
月にコラボレーションコモンズを開設する。 
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